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Abstract As a part of the process of conserving the Satoyama ecosystem (mountain village ecosys- 
tem), the population of Luehdorfia japonica (Leech) inhabiting Kaisho-no-Mori Forest and Aichi 
Youth Park has been monitored from 2001 to 2005. Kaisho-no-Mori Forest is located near the site 
of the 2005 World Exposition, Aichi, Japan (EXPO2005) and Aichi Youth Park was used as a part 
for the site for EXPO2005. Monitoring consisted of investigation of the numbers of eggs, larvae 
and adults. Eggs and larvae on the host plant, Asarum kooyanum Makino var. bachypodion (F. 
Maek.) Kitam., were directly counted, and the number of adults was estimated both by observation 
and the mark-release-recapture method (MRR method). The monitoring results from 2001 to 2004 
made by the Japan Association for the 2005 World Exposition (JAEXPO2005) were compared with 
our results. According to the latter report, the number of Luehdorfia japonica decreased in year 
only, 2000, and gradually increased towards 2004 in Kaisho-no-Mori Forest. The monitoring result 
presented by JAEXPO2005 also showed the gradual increase of this butterfly in Aichi Youth Park. 


Key words Lepidoptera, Satoyama ecosystem, population, Luehdorfia japonica, Asarum kooy- 
anum. 


は じ め に 





現在 , 日 本 に お ける 貴重 な 財産 と し て 注目 を 浴び て いる 里山 生態 系 の 保護 に つい て , 東海 地方 に お いて 
る 環境 アセ スメント が 実施 され て いる . 愛知 万 博 で は , 会 場 が 瀬戸 市 の 海上 の 森 か ら 長 久手 町 の 愛知 青 
少年 公園 に 移さ れ , 2002 年 7 月 に 環境 アセ スメント の 修正 評価 書 の 確定 が 行わ れ た が , 里山 の 重要 性 を 
評価 する シス テム が 現状 で は 確立 され て いる と は 言い 難い (八田 , 1998, 2000). 


新しい アセ スメント の 精神 に 沿っ た 調査 を 行う た め に も , 貴重 種 の 保全 の み に と ら わ れ た 調査 で は な 
く , バックボーン と な る 周辺 地域 と 一 体 と な っ た 生態 的 な 視点 に 立っ た 調査 が 必要 と な る . 恋 知 青少年 
公園 は 都市 公園 と し て 長く 整備 され て きた た め , 自然 度 が 低い よう に 一 般 的 に 評価 され て いる が , 30 年 
程 前 に この 公園 が つく られ た 時 (1970 年 開園 ) か ら 手 を つけ られ ず 1 こ 残 され て いる 雑木 林 が 南部 に 大 
きく 残さ れ , ギ フチ ョ ウ (Luehdorfia japonica) の 棲息 地 と し て の 地域 一 体 は , 海上 の 森 を は る か に 上 回 
る ギフ チョ ウ の 楽園 で ある . 


長久 手 町 ・ 愛 知 青少年 公園 に お いて , 2001 年 か ら 2003 年 に その 基礎 資料 と な る ギフ チョ ウ の 個体 群 
動態 に つい て の 調査 を 行っ た . また , 瀬戸 市 ・ 海 上 の 森 に お ける 1998 年 , 1999 年 の 調査 結果 と , 2002 
年 か ら 2004 年 に 行っ た 調査 も 併せ て 検討 を 行っ た . 併 せ て 博覧 会 協会 が 行なっ た 2000 年 か ら 2005 年 
まで の 調査 結果 と も 比較 検討 し た . 里山 型 の 生物 と の 共存 の あり 方 を 探る こと に より , 個体 群 の 維持 で 
RAKES, 保全 すべ き 地 域 全体 の 面積 や 方 法 , 保全 の た め の 回 避 ・ 低 減 ・ 代 償 措 置 の あり 方 に つい て 
検討 する た め の 資 料 と し た . 
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調査 方 法 





ギフ チョ ウ の 個体 数 推定 の 基礎 資料 を 得る た め に , ギフ チョ ウ 幼 虫 の 食 草 で ある スズ カカ ン ア オイ の 
分 布 と ギフ チョ ウ の 産卵 と の 関係 を 把 握 する こと を 目的 と し て , 下記 に 挙げ る 調査 を 行っ た . 本 報告 で 
は 2,3 項 を 中 心 に 述べ る . 


1. ス スズ カカ ン ア オイ の 分 布 及 び 分 布 密度 (広木 ほ は か, 1999a, b) 
2. ギ フチ ョ ウ 成 虫 の マー キン グ 調 査 
3. 卵 及び 若 齢 幼虫 の 調査 


調査 は 2001 年 より 行い , 調査 地域 は 愛知 青少年 公園 (2001 年 か ら 2003 年 ) と 海上 の 森 (2002 年 か ら 
2004 年 ) と し た (ED. な お , 愛知 青少年 公園 (全体 で 220 ha) は , その 約 7 割 に 当たる 158 ha が 2005 年 
愛知 万 博 の 長久 手 会 場 と され て 2003 年 よ り 造 成 工事 が 始ま り , 現在 は 万 博 跡 地 の ま ま 休 園 さ きれ て い 
る . この た め , 以下 本 文 で は 旧 青 少年 公園 と 呼ぶ こと に する . 


調査 期間 は , 成虫 は 4 月 の 上 旬 か ら , 卵 と 幼虫 は 4 月 下旬 か ら 5 月 中 旬 ま で 行っ た . 成虫 調査 は , 羽化 
し て 山頂 部 で 飛翔 する (ヒル トッ プ ) ギフ チョ ウ を 捕獲 又は 目視 し , 捕獲 し た 場合 は 凛 に マー キン グ 












































調査 地 拡大 図 
(平成 11 年 の 万 博 会 場 
検討 案 よ り ) 


海上 の 森 


計画 540ha 
改変 域 15ha 


計画 220ha 
改変 域 158ha 
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を お こない , 地図 上 に 捕獲 場所 を 記入 し. ペ テ ル セ ン 法 (リン カー ン 法 ) を 使っ て 個体 数 推定 を し た 
(標識 再 補 法 ) (今井 ・ 石 井 (監修 ), 1998). 


この 方 法 は , 連続 し て 2 回 の 調査 を 行い , 1 回 目 で 捕獲 し た 個体 (個体 : マー キン グ 数 ) に マー ク し て 放 
し , 2 回目 に 捕獲 し た 際 に 捕獲 個体 ヵ 個 体 : 2 回目 の 新規 マー キン グ 数 + マ ー キ ング 済み の 捕獲 数 ) 中 の 
マー ク 虫 (m 個 体 : マー キン グ 済 み の 捕獲 数 ) の 比率 か ら 個体 数 (W) を 推定 する 方 法 で ある . 


推定 値 N=Mn/m 
分 散 V (N)=Mn (M-m)(n-m)Im 
推定 値 の 95% 信 頼 区 間 A+1.96yY( び 


ON - DRONA は , ギフ チョ ウ の 食 草 で ある カン アオ イ の 葉 の 裏 
同時 に 測量 図 上 に 株 と 葉 数 ・ 産 卵 数 (幼虫 ) を 記録 し た . 


併せ て 1998 年 と 1999 年 に 海上 の 森 で 行っ た 調査 と , 1996 年 の 物 見 山 自然 観察 会 , 博覧 会 協会 お よび 
FIELDS 2000 Æ k り 2003 年 まで 行っ た 万 博 ア セス の 準備 書 , 評価 書 , 2004 年 より 行っ て いる モニ タ 
リン グ 調 査 報告 書 の 調査 結果 と も 比較 検討 し た ( 表 1). 















































に つい て いる 卵 ・ 幼 虫 の 数 を 数 え , 
















































































結果 及び 考察 


成虫 飛翔 調査 


旧 青 少年 公園 に お ける ギフ チョ ウ 成 虫 の 観察 の ビ ピーク は 2001 年 に は 4 月 8 日 か ら 22 日 , 全 観 察 数 は 
a z 2 ング を 31 個体 に 行い , 再 捕獲 数 は 37 個体 で あっ た ( 図 2). 2002 年 は 曖 冬 で 桜の 開花 
も 早く , ギ フチ ョ ウ の 初見 日 は 3 月 30 日 と 例年 より 1 週間 か ら : | ほど 早かっ た が , その 後天 候 が 悪 
く 低 温 だ っ た た め , ピー ク は 4 月 5 日 と 12 日 の 2 日 あり , その 間 に は ほとん ど 飛 翔 が 見 られ な か っ た . KR 
候 の 不順 の た めか 全体 的 に 飛翔 数 は 少な く 全 観察 数 85 個体, マー キン グ 個 体 19 個体 , 再 捕獲 数 6 個 
体 と と も に 少な か っ た . 2003 年 で は , 前 年 まで の 調査 地域 が 文化 財 の 発掘 調査 の た め に 立ち 入り が で き 
な いた め に , 近接 地 に 移動 を 余儀 な くさ れ た . 調査 環境 は 同様 な 雑木 林 で あっ た が , 全 人 観察 数 は 31 個体 











表 1. ギ フチ ョ ウ 成 虫 と 産卵 数 . 
1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 














海上 の 森 

(環境 生物 学 ゼ ミ ) 

成虫 数 — — — ae = OBS 
卵 塊 数 427 5 8 94 B 4 
卵 数 2733 54 57 582 639 284 
EIQ UNE 6.4 10.8 7.1 6.2 7.8 6 
(日 本 博覧 会 協会 ) 

成虫 数 40 25 3 19 87 39 23 
卵 塊 数 — 38 10 16 39 47 4 
卵 数 — 237 66 100 267 278 273 
ets — 62 66 63 68 59 65 
日 青 少 少年 公園 

AEE ©) 

成虫 数 217 85 5l 

卵 塊 数 67 335 128 

卵 数 416 2106 653 
平均 卵 数 6.2 62 5.1 

(日 本 博覧 会 協会 ) 

成虫 数 20 23 46 76 68 
卵 塊 数 77 230 195 327 399 
卵 数 518 1500 1285 2181 2451 
平均 卵 数 67 65 66 67 6.1 


* 平 成 8 年 (1996) 広 久 手 川 流域 卵 数 S03 (海上 の 森 ネ ットワーク 調べ ). 
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2. ギ フチ ョ ウ 飛 翔 確認 数 . 








と 少な か っ た も の の , マー キン グ 個 体 22 個体 , 再 捕獲 数 13 個体 は 前 年 と 比 し て 多かっ た . 調査 地 が 代わ 
っ た こと と , 発生 日 も 4 月 7 日 か ら 14 日 まで と 短かっ た た め 単 純 に 比較 で き な い が , ギフ チョ ウ 成 
虫 の 飛翔 個体 は 少な か っ た と 思わ れる . 2004 年 は , 公園 内 に 工事 車両 が あふ れる た め , 危険 で ある と 
いう 理由 で 立ち 入り 許可 が で な か っ た た め に 調査 は で き な か っ た . 2005 年 も 万 博 開催 中 で ある た め 
に 調査 許可 は 得 ら れ な か っ た . 博覧 会 協会 で の モニ タリ ング 調査 は 2004 年 , 2005 年 も 継続 し て 行わ 
れ て いる . 


気象 要因 の 飛翔 へ の 影響 


調査 期間 中 の 気温 と 降水 量 , 日 照 時 間 を 比較 し て みる と ( 表 2),1 ヶ月 の 隆 水量 は , 2001 年 は 23.0 mm と 
少な く , 2002 年 は 94.0 mm, 2003 年 は 193.0 mm と 観察 個体 数 が 減少 し て いる の に 対し て 降水 量 が 増 
加 を し て お り , 降水 量 も 飛翔 確認 数 に 影響 を 与え を た と 思わ れる . 日 照 時 間 に つ いて は ., 2001 年 は 218.5 
時 間 ,2002 年 は 161.3 時 間 , 2003 年 は 136.0 時 間 と 降水 量 と は 送 に ギフ チョ ウ の 飛翔 を 確認 で きた 年 に 
比例 し て 長く な っ て いる . 平均 気温 は , 2001 年 , 2002 Æ, 2003 年 と も に 15*C 前 後 と 日 照 時 間 や 降水 量 の 
違い に よる 大 き な 変 化 は み ら れ ず , また 2001 年 と 2003 年 で は 大 きく 飛翔 確認 数 に 違い が ある に も か か 
わら ず , 平均 的 に は 同じ で あっ た . これ は ギフ チョ ウ が 骨 化 し た 時 に 次 を 乾かす た め に は 。 天候 が 雨 
の 日 より も 晴れ の 日 が 多い ほう が 確実 に 多く の ギフ チョ ウ の 飛翔 を 確認 する こと が で きる と 推測 き 
れる . 実際 に ビー ク 時 の 13 日 間 の 天気 の 様子 を 比較 し て みる と , 雨 の 日 が 2001 年 は 2 日 し か な か っ た 
の に 対 L, 2003 年 は 調査 期間 すべ て で 小雨 が 隆 る な ど , 約 3 倍 に も な っ た . 旧 青少年 公園 で は , 2003 年 は 
2002 年 4 月 より 休園 に な っ た こと か ら 人 の 入り 込み の 影響 が な く , 産卵 数 の 急激 な 増加 が み ら れ た . 
2003 年 より 万 博 の 造成 工事 が 始ま っ た た め , 人 の 出入 り に よる 成虫 へ の 影響 や 食 草 で ある スズ カカ 
ン ア オイ の 分 布 の 減少 な ど に より 成虫 に な れ た 個体 が 少な か っ た こと な ども 考え られ る . 調査 日 の 気 
象 条 件 に より 左右 され る こと は 経験 に より 知ら れ て いる が , その 年 の 調査 結果 に 大 きく 影響 きれ る こ 
と は 考慮 に 入れ られ る こと は 少な い . 


2000 年 より 博覧 会 協会 は 環境 影響 評価 (アセ スメント ) の 調査 を 継続 し て お こ な っ て お り , 200008, 
2001 年 の 調査 結果 が 環境 影響 評価 書 に , 2002 年 , 2003 年 , 2004 年 は モニ タリ ング 調査 が その 報告 書 に 
書か れ て いる (2005 年 日 本 国際 博覧 会 協会 , 2002, 2003-2005). 博覧 会 協会 の アセ スメント の 調査 で は , 
本 研究 と 比べ て 個体 数 が 非常 に 少な く ( 図 3), 2000 年 に は 20 個体 , 2001 年 に は 23 個体 が 観察 され て 
いる . 単純 に 比較 する こと は で き な い が , 比較 デー タ の ある 2001 年 で みる と 約 179 で ある . 本 研究 の 調 
査 結果 か ら 2001 年 の 発生 の ピー ク は 13 日 か ら 22 日 まで 続い た と 思わ れる が , 博覧 会 協会 で は 調査 を 
4 月 5 日 か ら 始め て 14 日 で 切り 上 げ て いる た め , 羽化 の ピー ク 前 期 で 調査 が 終了 し た た め に 少な か っ 
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表 2. 調査 期間 中 の 平均 気温 ・ 降 水量 ・ 日 照 時 間 


°C) 降水 








た と 思わ れる . 2000 年 の 調査 も 4 月 5 日 か ら 始 め て いる が , 12 日 に 初め て 目撃 され た に も か か わら ず 
14 日 に は 調査 を 終え て いる . この こと は , 生物 調査 で あり な が ら 天 候 や その 年 の 気候 条件 な ど を 考 慮 し 
て 計画 を 立て る 難し さ を 表 す 結 果 と な っ た . 事 業者 が 行う アセ スメント に お いて 調査 結果 だ け で 判断 
する こと が 如何 に 危険 で ある か , 決め られ た 予算 で 行う た め に 臨機 応変 な 対応 が び が できない な どの 欠点 
が 浮き 彫り に され る な ど , 市 民 の 地道 な 調査 の 必要 性 が 改め て 示さ れる 結果 と な っ た (八田 , 1997). 新 
アセ ス 法 の 手続 き に は 。 市 民 か ら の 意見 書 の 提出 が 義務 付け られ て お り , 前 述 の よう な 指摘 を し た が 
2001 年 以降 も 調査 日 は 変 た らち られ な か っ た .2002 年 は 天候 に 左右 され た た め に , 本 研究 の 調査 結果 で は 
前 年 の 2.5 分 の 1 と 少な か っ た が , 博覧 会 協会 の 調査 で は 前 年 の 倍 と 増え て いる . し か し , 感覚 的 に は 決 
し て 発生 数 に 大 き な 差 が あっ た と は 感じ られ な か っ た . こ の よう な こと を 考え 合わ せ て も , アセ ス メ ン 
ト に お いて は 少な く と も 予備 調査 を 含め て , 最低 4,5 年 は 必要 と 考え られ る (八田 , 1998). 


博覧 会 協会 の 目視 調査 (主要 な 車道 , 歩道 等 を 踏査 し , 確認 位置 を 地図 上 に 記録 する 方 法 ) と 本 研究 の 
調査 (標識 再 捕 法 ) と は 調査 法 や 人 員 が 違う の で 一 概 に 比較 は で き な い が , 博覧 会 協会 の 調査 で は 
2002 年 の 公園 閉鎖 の た め に 静か で あっ た 年 (観察 個体 460) より も 工事 車両 や 人 が 沢山 は いっ た 2003 
年 ( 同 76), 2004 年 ( 同 6) の ほう が 多く 飛翔 し て いた と いう 皮肉 な 結果 と な っ て いる . 前 年 の 産卵 が 
多かっ た た め と も 考え られ る が , 2002 年 は 本 研究 の 調査 で は 天候 の 不順 で 前 年 の 半分 に も 満た な か 
っ た . 2002 年 で は 旧 青 少年 公園 は 閉園 され て お り , 一 般 の 人 の 入り 込み が な か っ た た め に ギフ チョ ウ の 
飛翔 に は 影響 が な いと 思わ れる が , 造成 期間 中 の 2003 年 と , 建築 工事 が 行なわ れ て いる 2004 年 に は 
多く の 人 や 工事 車両 が 入っ て いる に も か か わら ず , ギフ チョ ウ の 飛翔 は 多く 見 られ た 結果 に な っ て い 
る . 2000 年 か ら 2002 年 の 調査 で は 4 月 14 日 まで に 調査 が 終わ っ て いる が , 2003 年 で は 4 月 18 日 まで 
延長 し て 行っ て いる た め に , 観察 され た 76 個体 の うち 28 個体 が 18 BERR S TWD. し か し , 2004 
年 に は 4 月 12 日 で 調査 が 終わ っ て いる に も か か わら ず 68 匹 が 観察 され て いる . 2003 年 に は 公園 内 の 造 
成 工事 が 始ま り , 本 研究 の 調査 で は 2003 年 の 産卵 は 前 年 の 3 分 の 1 以下 に 減少 し て いる が , 本 研究 の 
調査 結果 と 違っ て 博覧 会 協会 の 調査 で は 飛翔 も 産卵 も 増加 し て いる . 博覧 会 協会 に は 調査 法 の 改 療 
を 合 め た 申し 入れ を 再三 行っ た が , 過去 の 調査 結果 と の 比較 が で き な い と の 理由 で 改善 され な か っ 
た (前 田 , 2005). 


これ ら の 調査 結果 の 違い を は っ きり させ る た め に も , 博覧 会 協会 が 行っ た 目視 法 と 本 研究 が 行なっ 
た 標識 再 捕 法 に よる 個体 数 推定 を 行なっ た 結果 と の 検討 が 必要 と な ろう . 


庁 識 再 捕 法 に よる 個体 数 推定 
本 研究 で は ペ テ ル セ ン 法 (リン カー ン 法 ) を 使っ て 個体 数 推定 (今井 ・ 石 井 (監修 ), 1998) を 行っ た 結 
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表 3. ス ズ カ カン アオ イ 確 認 株 数 (博覧 会 協会 ). 

LOS 青少年 公園 

HEEE 一 株 数 (面積 株 数 (面積 
1998 20647 (540 ha) 
1999 
2000 
2001 792 (15 ha) 3175 (220 ha) 
2002 2576 (15 ha) 5039 (158 ha) 
2003 2553 (15 ha) 5238 (158 ha) 


2004 2043 (15 ha) 5389 (158 ha) 


As, 2001 年 の 観察 個体 185 より 推定 個体 は 122 か ら 399 (平均 260), 2002 年 は 観察 個体 56 より 推定 個 
体 12 から 60 (36), 2003 年 で は 観察 個体 36 よ り 推 定 個体 13 か ら 76(44) と な っ た . 


成虫 の 飛翔 数 を 比較 する と 博覧 会 協会 の 調査 で は 2001 年 に は 23 個体 と 本 研究 の 確認 個体 の 10 分 の 
1, 重複 し て カウ ント し た こと も 考慮 し て マー キン グ し た 数 で 比較 し て も 31 個体 と 半分 以下 で あっ た . 
本 研究 の 調査 が 調査 地 の 制 限 な ど で 減 少し た こと も 考え られ る が , 博覧 会 協会 の 調査 が 2003 4, 2004 
年 の 工事 期間 中 に 2002 年 以前 の 調査 の 3 倍 に も な っ て いる こと は 。, 調 査 の 精度 や 熟練 度 を 考慮 し て も 
私 た ちの 調査 結果 と 比較 し て も 異常 に 多い 結果 と な っ て いる . 


旧 青 少年 人 SRI, 海上 の 森 を 違 か に し の く ぐ 高 審 度 の 生息 城 で あり , 広範 囲 に わた っ て いる . 特に 万 
会 場 の 南側 (青少年 公園 開園 時 以前 か ら 残 きれ て いる 雑木 林 ) と , 万 博 会 場 南部 の 周回 道路 周辺 の 林 
床 部 は 東海 地方 で は 類 を 見 な い ほ どの 高密 度 で ある . 公園 と いっ た 管理 さき れ た 利点 と 保護 の し や す 
さか ら 考 えれ ば , まさ に ギフ チョ ウ の 楽園 と で も 言え よう . 2004 年 の 天候 の 不順 ( 発 \ 生 前期 の 高温 と 
中 ・ 後 期 の 低温 ) の 影響 が 心配 され る が , 森林 体感 ブ ゾー ン 内 の 改変 に に っ て スズ カカ ン ア オイ の 踏み 荒 
DLENCLINRORARD Is 2 ENIEE FA TAMM 0008 2-6) OF に 産卵 地域 及び 産 

数 を 記録 すれ ば ギフ チョ ウ の 保護 ・ 保 全 に 大 きく 貢献 で きる デー タ が 蓄積 さん る で あろ う . た だ 
NPD UP PE ょ ホタル の 保全 (放流 ) 事業 と 同じ で , カン アオ イ な どの 
食 草 の 移植 は 生態 系 保護 と は な ら な いこ と に 注意 し な けれ ば な ら な い . 2003 年 の 調査 で は 調査 地域 
内 に お ける 文化 財 発掘 調査 ( 旧 青 少年 公園 内 に お ける 成虫 の 高密 度 飛翔 地域 . ヒ ルト ッ プ 地域 ) に よ 
り 調査 地域 の 変更 を 余儀 な くさ れ た た め , 単純 に 比較 は で き な い が 発見 個体 は 卵 の 調査 結果 か ら 判 
断 す る と 少な く , 2002 年 を も 下回る が , 決 し て 減っ て いる と は 思え な い . 陸上 性 の 昆虫, 特 に 飛翔 性 の 
高い チョ ウ な どの 成虫 調査 の 困難 さき を 浮き 彫り に する 結果 と な っ た . 


スズ カカ ン ア オイ 株 数 ・ 葉 数 


スズ カカ ン ア オイ の 株 数 は 海上 の 森 で は , 博覧 会 協会 が 行なっ た 会 a ee emanate 
する 前 (1998 年 ) の 20647 株 が , 万 博 関連 工事 が 始ま る 前 の 2001 年 で は 調査 範囲 が 「 会 場 お よび その 周 
辺 ( 図 1 の 海上 の 森 の 黒く 塗り つぶ され た 地域 )| と 狭め られ た た め に r N eS 
Ík 2002 年 で は 2376 株 と 大 幅 に 増え て お り , その 後 も 2003 4E 2553 株 , 2004 年 2043 株 と な っ て いる . 同 
様 に , 旧 青 少年 公園 $「 評 価 書 ] の 「 注 目 す べき 植物 種 の 確認 位置 (カン アオ イ 類 )| で は , 愛知 青少年 公 
園 全 体 220 ha で ある の に 対し て 2001 年 に 3175 株 が 確認 され て いる Paral enna タリ ング 調 
ERES] で は 調査 対象 地域 を 公園 全体 で は な く (220 ha), 万 博 会 場 に 使用 され た 地域 に (158 ha) 
SE One © MEUBOE clo Gee a 増え て い 
る . その 後 2003 年 3238 株 , 2004 年 3389 株 と わずか に 増加 し て いる . と くに . 環 境 影響 評価 書 の 直接 改 
変 域 が スズ カカ ン ア オイ の 生育 確認 地 を さけ て いる か の ご と く 書 か れ て いる が , 2003 年 以降 の 万 博 
の 人 造成 工事 に より 直接 改変 域 ( 図 1 の 愛知 青少年 公園 の 斜線 部 分 ) は 完全 に 土壌 表面 が 剥ぎ 取ら れ . 
2002 年 以前 ( oo) pen フワ プリ CE に 無く な っ て し 
まっ た こと を 考慮 する と さら に その 増加 は 著しい (2005 年 日 本 国際 博覧 会 協会 , 2002, 2003-2005). 


旧 青 少年 公園 の 万 博 造成 工事 に よっ て 消失 し て し まっ た と 考え られ る スズ カカ ン ア オイ の 株 は , 2003 
年 の 本 研究 の 調査 で は , 測量 し て 図面 上 に 記録 し た 株 だ け で 1729 株 減少 し て いた . 2003 年 に は キャ 
ンプ 場 の 閉鎖 や 下草 が 刈り られ る な ど し て 新た な 群生 地 が 見 つか り , 2 箇所 で 276 株 見 つか っ た . し か 
L, 2004 年 の 造成 工事 に より その 多く が 消失 し た が , 2003 年 に 新た に 見 つか っ た 株 は 1 株 あたり の 
葉 数 が 8.2 枚 と 大 き な 株 で あっ た . この 地点 の ひと つ は 今 ま で キャ ンプ 場 で や っ た た め に スズ カカ ン ア 
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オイ は 守ら れ て きた が , 人 の 入り oe く ギ フチ ョ ウ の 産卵 が 少な か っ た た め に 大 き な 株 に 育っ た 
た め と 思わ れる . だ が 残念 な こと に , その 後 の 万 朝会 場 施 設 の 建設 に 伴う 周辺 整備 に より は と ues 
われ た . こ れ ら の 調査 # 県 の 比較 か ら 見 て も 前 前 x "EOD BLO) MIA SE HEIN 1B の 調査 結果 に ! 
疑問 が 残る . 


スズ カカ ン ア オイ の 株 数 と 全 葉 数 と の 調査 は , 海上 の 森 の 1999 年 の 調査 (広木 ほか , 1999a) で 1 株 当 た 
り 3.5 枚 で あっ た の が , 2003 年 は 1.9 枚 , 2004 年 は 2.1 枚 と 1 株 あたり の 葉 数 が 少な く な っ て いる . それ 
GU SEG 1k 2002 年 は 4.3 枚 , 2003 年 は 5.5 枚 と 大 株 で あっ た . 博覧 会 協会 の 調査 結果 
あな いた の に 単純 に 比較 は で き な い が , 本 研究 の 調査 で は 万 博 の 造成 工事 に より 消失 し て し まっ た と 

NN OA eau ae a acne gh care Re ay Pa 
られ る な ど し て 新た な 群生 地 が 見 つか っ た た め に , 1 株 あたり の 葉 数 が お お きく な っ た と 思わ れる . 
2004 年 は 調査 の 許可 が 下り な か っ た た め に 比較 は で き な い が , 博覧 会 の 調 相 結 洒 で は 前 年 と スズ カ 
カン アオ イ の 個体 数 が ほぼ 同じ で ある こ と と ギフ チョ ウ の 飛翔 数 が 約 2 倍 に 増え て いる こと に 加え , 
産卵 数 も 倍 に 増え て いる こと か ら 考 えて , 食 草 の 食い つぶ し が 起き る こと が 予想 され る . 


産卵 株 と 無産 卵 株 の 比較 


ギフ チョ ウ の 産卵 は 幼虫 の えさ を 確保 する た め に 大 き な 株 に ギフ チョ ウ の メス は 産卵 する と 考え る 
の が 妥当 で ある と 思わ れる が , 実際 に は 1 枚 し か 葉 が な い 株 で あっ て も 産卵 し て いる ケー ス が 多く 見 
られ た . その 産卵 パタ ー ン に 興味 を 覚え , 産卵 し て いる 株 ( 有 卵 株 ) と 産卵 し て いな い 株 ( 無 卵 株 ) の 
葉 の 数 を 調査 し た . 旧 青 少年 公園 で の 2001 年 の 有 卵 株 は 137 株 あり , 1 株 あたり の 平均 枚数 は 有 卵 株 
で 3.6 枚 , 無 卵 株 は 4.9 枚 で あっ た . 2002 年 に お いて も , 1 株 あたり の 平均 枚数 は 有 卵 株 4.6 枚 , 無 卵 株 
4.2 枚 で あっ た . 2003 年 で は , 1 株 あたり の 平均 枚数 は 有 卵 株 3.$ 枚 , 無 卵 株 5.6 枚 と 大 き な 差 は な か っ た 
(S14). 産卵 密度 の 低い 地域 , カ hes の 生息 密度 が 低い 地域 を 含む ため ば ら つ き が 高い と 思わ れる 
測量 地 以外 の 調査 地点 を 含め た 場 は , 2001 年 の 1 株 あたり の 平均 枚数 は 有 卵 株 10.2 Be, 無 卵 株 3.1 
A A に 比べ て 小さ な 株 で 
あっ た . 2003 年 の 1 株 あたり の 平均 枚数 は 有 卵 株 7.7 BL, 無 卵 株 5.0 枚 で あっ た . 群生 地 で の 有 卵 株 と 
無 卵 株 の 差 は ほとん ど な か っ た が , 調査 地域 全体 で は , 2001 年 , 2003 年 で は 有 卵 株 の ほう が 大 き な 株 で 
ある と いう 結果 で あっ た . キ ャ ンプ 場 な ど び へ の 人 の 入り 込み に よる ギフ チョ ウ 成 虫 の 産卵 が 阻害 され 
て いた の が , 2003 年 の 閉園 に 伴い , 大 き な 株 が 新た な 産卵 地域 で 見 つか っ た . 全 調 査 地域 で 2002 年 に は 
幼虫 の 食い つぶ し に よる 株 の 小型 化 が 進ん で いた が , 2003 年 で は 回 復 し た と 思わ れる . 


この 結果 より, 産卵 株 の 選択 は 株 の 大 き さ と は 関係 な く , 一 般 に よく 知ら れ て いる カン アオ イ の 新芽 が 
展開 する と き に 卵 を 産む タイ ミン グ 説 と 合致 し ., ギ フチ ョ ウ の 雌 成虫 は 葉 の 枚数 の 多い 少な い に 関 係 
な く , 産卵 は 最小 枚数 の 1 枚 で も 行わ れる こと が 推測 きれ た . 卵 か ら 財 化 し た ギフ チョ ウ 効 虫 が 食 草 
MNO OO に 綺麗 に 並ん で 葉 を 食べ 
TWH. この こと か ら , ギフ チョ ウ の 幼虫 は 特に 生存 の た め に ., 過酷 な 生存 競争 を し な いこ と が うか 
が える . つま り , JESC ZAT スズ カカ シア オイ の 系 く な っ て し まう と その 株 
に 寄生 し て いた 幼虫 すべ て 角 死 し て し まう 可能 性 が 高く , 新しい 葉 を 求め て 移動 する た め の 人 危険 率 
LD セツ に 新 し い 新芽 に 産卵 する 
よう で あり , その 地域 の 個体 群 を 維持 で きる だ け の スズ カカ ン ア オイ が 生育 で きる 環境 の 保全 が 大 切 
だ と 考え られ る . 


調査 


海上 の 森 に お ける ギフ チョ ウ は , 1996 年 の 海上 の 森 ネ ットワーク に よる 調査 (海上 の 森 ネ ットワーク , 
1997) で は ギフ チョ ウ 卵 は 海上 の 森 全 体 で 2733 個 観察 され て いる . 調査 面積 , 人 数 等 手法 が 違う た め に 
単純 ( A され た 3 地点 で 行わ れ た 
1998 年 の 調査 で は 54 個 , 1999 年 で は 57 個 と 約 30 分 ee と は , 1998 年 , 
1999 年 に ボー リン グ 調 査 や 測量 な ど , 人 や ボー リ の の a どの 騒音 に よる 影響 が あっ た た め と , 海上 
の 森 が 万 博 会 場 に 決定 し た た め 全 国 か ら 多数 の 採集 者 が 押し か け て . ギフ チョ ウ の 成虫 及び 卵 の 採 
スズ カカ ン ア オイ の 盗掘 が 影響 し た た め と 思わ れる (広木 ほか , 2002). し か し , その 後世 界 自 然 保護 
& (IUCN) や 世界 野生 生物 保護 基金 (WWF) から の 海上 の 森 で の 万 博 開 催 に 対す る 警告 に より , その 
NG CO CN EN Grier rn 
582 個 ,2003 年 で 639 個 と 1996 年 の 約 4 分 の 1 に まで 回 復 し て き て いる . LL, スズ カカ ン ア オイ が 小 
さ な 株 ば か り に な り , 1 株 あたり の 葉 の 枚数 が 2003 F 1.9 Be, 2004 年 に は 2.1 枚 と な り , 2004 年 は 284 
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4. 有 卵 株 と 無 卵 株 の 葉 の 枚数 平均 ( 旧 青少年 公園 ) 








個 , 2005 年 の 調査 で は 199 個 に まで 減少 し て いる . 


1 卵 塊 あ た り の 卵 数 は 2001 年 に は 5 月 10 日 の 調査 時 で は 幼虫 が 角 化 し 始め て いた た め に 正確 な 産卵 
数 が 確認 で き な か っ た が , 旧 青 少年 公園 の 2002 年 で は 1 卵 陳 の 卵 数 6.8 個 に 対し て 2001 年 7.3 個 と や 
や 大 き な 数 値 が 出 た と 思わ れる . 1999 年 に 海上 の 森 で お こ な っ た 調査 で は 7.1 個 (広木 ほか , 1999 め ), 
万 博 協会 の 青少年 公園 で お こ な っ た アセ ス の 結果 と も 20004 6.71, 2001 年 6.$ 個 と 大 差 が な い . 株 
数 と 葉 数 で 比較 し て みる と , 2003 年 の 海上 の 森 の 1 株 あたり の 葉 数 は 約 2 枚 と な る . 2003 年 の 旧 青 少 
年 公園 の 1 株 あたり の 葉 数 約 $ 枚 と な る . 旧 青 少年 公園 の 株 は 海上 の 森 の 株 より 大 きい 傾向 に ある と 考 
えら れる . 






































旧 青 少年 公園 で は 2001 年 は 416 個 , 2002 年 は 2106 個 , 2003 年 は 653 個 で あっ た . 2001 年 に つい て は ま 
だ 公園 と し て 一 般 の 人 が 多く 出入 り し て いた た め 産 卵 数 は 少な か っ た が , 海上 の 森 か ら 万 博 の 開催 
地 が 青少年 公園 に 移っ た た め , 青少年 公園 が 2002 年 4 月 か ら 休 園 と な り , 一 般 の 人 の 入り 込み が な か っ 
た . そ の た め に , ギフ チョ ウ の 進入 が 多く , 多く 産卵 を する こと が 出来 た た めか , 約 $ 倍 の 2106 個 も の 産 
卵 数 を 確認 する こと が で きた . し か し , 2003 年 に は 再び 産卵 数 は 約 3 分 の 1 に まで 減少 し た . これ は 
2003 年 より 万 博 の 造成 工事 が 始ま り , 多く その 産卵 数 が 確認 され て いた 場所 が 無く な っ て し まっ た 
こと や , 産卵 が 多く 見 られ た 場所 で 624 個 か ら 30 個 と 約 21 分 の 1 に まで 激減 . 今 まで あま り 産 卵 数 が 
見 られ な か っ た 場所 で 2003 年 に は 多く の 産卵 が み ら れ る な ど , カン アオ イ 群 生地 の 減少 に よっ て ギ 
フチ ョ ウ が 追い や られ て いる 可能 性 が 推察 さ れる. 


カン アオ イ の 分 布 と 産卵 客 度 


1996 年 の 「 海 上 の 森 ネ ットワーク 」 の 調査 結果 で 、 海 上 の 森 全体 で 2733 個 の 産卵 が 見 られ た うち , ほ 
と ん ど 見 られ な か っ た 地域 (9 個 ) で の 本 研究 の 1999 年 の 調査 ご は スズ カカ ン ア オイ を 670 株 観察 し 
た が , ギフ チョ ウ の 卵 は 1 個 も 確認 する こと が で き な か っ た . UML, 2002 年 に は この 地域 で 19 卵 塊 
117 卵 観察 きれ た が , 2003 年 に は 286 株 953 枚 (1 株 あたり 3.33 枚 ) 観 窪 し た に も か か わら ず 1 卵 $ 見 
つけ られ な か っ た . 2004 年 で は 879 株 , 1633 枚 (1.85 PO 観察 し て , 3 卵 塊 20 卵 を 発見 し た だ け で ある . こ 
れ ま で ほとん ど 観 察 さ れん た こと が な か っ た この 地域 で , 2001 年 , 2002 年 に は 成虫 の 飛翔 が 多く 観察 き 
れ て いる . ボー リン グ や 測量 調査 に 伴う 立ち 木 , 下草 の 除 夫 な ど に より 林内 の 見 通し が よく な っ た た め 
に ギフ チョ ウ の 侵入 が 見 られ た た め と 思わ れる . し か し , 評価 書 に 調査 地域 が 特定 され た た め と 思わ れ 
ADS, 前 述 の よう な 採卵 と 盗掘 の 後 が 見 られ , 大 き な 株 の スズ カカ ン ア オイ は 見 られ な く な っ た . IA 
青少年 公園 に お ける 2001 年 と 2002 年 , 2003 年 の 調査 で も , 同様 に 産卵 地域 が 移動 し て いる . 


評価 書 に 書か れ て いる 「 ス ズ カ カン アオ イ の 直接 改変 (造成 工事 お よび 建設 等 ) に よる 影響 | は 旧 青 
少年 公園 108 箇所 の うち 7 箇所 と 少な く , 卵 塊 数 も 2 と な っ て いる . 同様 に , 海上 の 森 で は 。 16 箇所 の 
うち 1 箇所 で ある が , 「 ギ フチ ョ ウ の 生息 環境 及び スズ カカ ン ア オイ の 生息 環境 に 変化 が 生じ る 可能 
性 は 合 定 で き な い ] と され て いる . 現在 万 博 の 瀬戸 会 場 と し て 使わ れる 地域 に は . スズ カカ ン ア オイ が 
自生 し て いる が , その 後 の 周 辺 の 開発 に よ り , 整備 が 進み と ギフ チョ ウ が 産卵 に くる こと も 考え られ る . 
この こと は , ギフ チョ ウ が 里山 の 整備 (下草 狩り な どの 手入れ な ど ) と 関わ っ て いる 所 以 で も あろ う . ハ 
ッ チ ョ ウト ン ボ と 同様 , 里山 を 代表 と する 指標 種 は , 生息 地 の 悪化 を 逃れ て 移動 する こと に より 生息 を 
維持 し て きた . こ の 連続 性 を 断ち 切る こと は , ギフ チョ ウ の 生息 を も 危機 に 陥れ る こと に な る . 
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$. カ ン ア オイ 葉 数 春 と 秋 の 比較 . 
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6. ギ フチ ョ ウ 産 卵 数 の 比較 (海上 の 森 ). 





スズ カカ ン ア オイ が 一 度 ギ フチ ョ ウ に 摂 食 さ れる と 1 年 で は 完全 に も と の 状態 . ま た は それ 以上 に 増 
えて いく こと が 上 難しく, 実際 に , ギ フチ ョ ウ に 摂 食 され た 後 の 8 月 ,9 月 に 同じ 地域 で の スズ カカ ン ア オ 
イ の 工数 を 調べ て みる と , 2003 年 の 春 は 519 枚 か ら 秋 に は 138 枚 に 減少 し て お り , 2002 年 の 春 に は 
1061 枚 か ら 秋 に は 436 枚 に 減少 し , 両 年 と も 春 か ら 秋 に か け て 約 3 分 の 1 に まで 減少 し て いる が , 2002 
年 秋 か ら 2003 年 秋 で は わずか 83 枚 の 増加 だ っ た ( 図 $). 全 地域 で の 総計 で も 2003 年 は 2712 枚 が 683 
枚 に , 2002 年 は 2038 枚 が 546 枚 と , 約 4 分 の 1 に まで 減少 し て いる . 2002 年 , 2003 年 の 調査 結果 で は , 1 
年 で スズ カカ ン ア オイ は 青少年 公園 全体 で は 株 で 約 1.5 倍 , 葉 で 1.8 倍 の 増加 を みせ て お り , その 分 布 や 
成長 速度 は さほど , お そく な いよ うに 感じ られ る が , 前 述 の よう に 新た に 見 つけ られ た 地域 も 含む た め 
で ある . 海上 の 森 に お ける 1 株 あたり の 葉 数 が 非常 に 少な い の は , 卵 の 乱獲 に 伴い , 他 地 域 で は 見 られ 
な い ス ズ カ カン アオ イ を 幼虫 の を みさ の た め に 大 き な 株 ご と 盗掘 され た こと も 影響 し て いる . こ の 結果 
は カン アオ イ 類 の 分 布 速度 が 非常 に 遅く , スズ カカ ン ア オイ が 一 度 ギ フチ ョ ウ に 摂 食 され る と, 1 年 
で は 完全 に も と の 状態 . ま た は それ 以上 に 増え る こと は 難し い . こ の 結果 は ., ギ フチ ョ ウ の 住処 が 少な 
く な り 特 定 の カン アオ イ 類 と 限定 され て し まう な ど , 食 草 で ある スズ カカ ン ア オイ も その 摂 食 に より 
絶 減 し や すく な っ て し まう 可能 性 が ある こと を 裏付け て いる . 大 き な 株 に な る の も 自然 で は 10 年 か 
か る と され て お り , ギフ チョ ウ の 住処 が 少な く な り , 限定 され て し まう と , 食 草 で ある スス カカ ン ア 
オイ も その 提 食 に より , 絶滅 し や すく な っ て し まう 可能 性 が ある こと を 裏づけ て いる (大 谷 ・ 広 木 , 
1996). 
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図 7. ギ フチ ョ ウ の 産卵 数 (| 旧 青 少年 公園 ) の 比較 . 


博覧 会 協会 の 調査 と の 比較 


愛知 万 博 を 開催 する に 当たっ て の 事業 者 で ある 日 本 博覧 会 協会 に よる アセ スメント 調査 結果 の ギフ 
チョ ウ の 産卵 数 と 本 研究 の 調査 結果 と を 経年 比較 し て みる と , 海上 の 森 で 1996 年 に 2733 個 あ ちっ た の 
が , 1998 年 54 個 , 1999 年 に は 37 個 と 海上 の 森 で 万 博 が 行わ れる こと が 決ま り ボ ー リ ング 調査 や ギフ 
チョ ウ の 乱獲 に より 壊滅 的 な 状態 に な っ た . その 後 2002 年 は 582 個 , 2003 年 に は 639 個 と 回 復 し た か に 
見 えた が , アセ スメント の 評価 書 の 発表 後 の 2004 年 で は スズ カカ ン ア オイ の 大 株 の 盗掘 が お こ な わ 
れ た と 思わ れる 地点 で は 1 卵 も 発見 で き な か っ た . その 他 の 地域 で も 大 幅 に 減少 し て 2004 年 は 284 18, 
2005 年 で は 199 個 だ っ た . 博覧 会 協会 の 調査 で は 種 (個体 ) 保護 の 観点 か ら 詳 細 な 調査 地域 な どの デ 
ー タ が 公表 され な いた め 単 純 に 比較 する こと が で き な い が , 博覧 会 協会 の 同じ 年 に 行わ れ た 調査 結果 
と 比較 し て みる と , 1999 年 は 237 個 , 2000 年 で は 66 個 に 減少 し , 2001 年 に は 100 個 に 回 復 し , 2002 年 
に は 267 個 , 2003 年 は 278 個 , 2004 年 は 273 個 と その 数 は 少し ずつ で は ある が 回 復 を 示し て いる (MO). 
本 研究 で の 私 た ちの 調査 で 激減 し た 1998 年 以前 の 調査 結果 が な いた め に , 博覧 会 決定 以前 の ギフ チ 
ョ ウ の 生息 は 数 量 的 な 比較 が で き な い が , 江田 な どの 記載 に よる と 1993 年 の 調査 で は 100 頭 を 超え 
る 目撃 が あっ た と か か れ て いる (江田 ほか , 1999). 


旧 青 少年 公園 で は , 博覧 会 協会 は 2000 年 に は 318 個 , 2001 年 は 1500 個 . 2002 年 は 1285 個 あ り , 2000 年 
と 2001 年 を 比較 する と , その 数 は 約 3 倍 と な っ て お り , また 2002 年 よ り 愛 知 青少年 公園 と な り , ギフ チ 
ョ ウ に と っ て は 一 般 の 人 の 入り 込み が な く , ゆ っ くり と 産卵 を 行う こと が で きた は ず で ある の に 対し 
T, 2001 年 の 開園 時 より も 約 215 個 減少 し て いる (B17). 調査 結果 を 比較 する と , 本 研究 の 調査 で は 
2001 年 は 調査 面積 が 少な か っ た の で 416 個 と 少な い が , 2002 年 の 閉園 時 は 2106 個 と 博覧 会 協会 の 調 
FEY 821 個 多 か っ た . 成虫 の 確認 数 を みる と , 私 た ちの 結果 は 2002 年 に つい て は 2001 年 より も 成虫 
確認 個体 数 は 少な か っ た が , 愛知 青少年 公園 休園 の た め に , 落ち 着い て 産卵 を 行う こと が 出来 た た めか , 
産卵 数 は 多く な っ た と 考え られ る . 博覧 会 協会 の 調査 で は 成虫 確認 個体 数 は 回 復 し つつ ある に も か 
か わら ず , 215 個 産卵 数 が 減少 し て いる . 2002 年 に は 愛知 青少年 公園 が 休園 の た め , 広範 囲 に 産卵 が 行 
われ た た め と も 考え られ る . ある い は 産卵 場所 の 分 布 が 変化 し た た め と 考え られ る . 本 研究 の 調査 で は 
2003 年 は 造成 工事 が 始ま っ て いた た め に 前 年 の 半分 (653 個 ) に まで 減っ て いた が , 博覧 会 協会 の 調 
査 結果 で は 2003 年 , 2004 年 の 造成 工事 と パビリオン 等 の 建設 工事 期間 中 に は 2002 年 の 閉園 中 の 人 の 
入り 込み が な か っ た 静か な と き の 約 2 倍 (2003 年 2183 個 , 2004 年 2451 個 ) の 産卵 が 報告 きれ て いる . 


自然 保護 へ の 課題 


な ぜ か 万博 の 開幕 に 合わ せ て 調査 の 精度 が 上 が っ た の か , 旧 青 少年 公園 だ け で な く 海 上 の 森 で の 産 
卵 数 も 増加 し て いる . 本 研究 の 調査 で は 海上 の 森 で は 一 時 的 に 激減 し た も の の , 万 博 が 旧 青 少年 公園 へ 
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と 移っ た こと で 徐々 に 回 復 を 見 せ て いる . これ は 海上 の 森 で は 広範 囲 に 生息 環境 が 拡がっ て お り , ギフ 
チョ ウ が 生息 する こと が 出来 る 場所 が 散在 し て いる こと が うか が える . LAL, 旧 青 少年 公園 で は 海上 
の 森 の よう に 広域 で な く , 周り の 開発 が 進ん だ , 取り 残さ れ た 自然 で も る た め に , ギフ チョ ウ が 分 散 
で きる 場所 が 少な く , 今後 万 博 終了 後 の 解体 ・ 造 成 工事 だ け で な く , 万 博 開催 中 の 多く の 人 の 入り 込み 
に よる 産卵 へ の 影響 も 考え られ る . 


この 地域 の ギフ チョ ウ は 特有 な 個体 群 で ある 事 が 知ら れ て いる (田中 , 1996; Koda, 1996). この 地域 の 個 
体 群 が 公 園 化 さ れ た 「 青 少年 公園 」 の 中 で いか に 残っ て きた か を 解明 する こと は , 今後 の ギフ チョ ウ 
の 保護 に と っ て 大 き な ヒ ント と な ろう . 


更に , 土岐 砂 れ き 層 を 基盤 と し た 東海 固有 の 湿地 や , 東海 丘陵 要素 の 特徴 的 な 植物 相 を 基盤 と し た ハ 
ッ チ ョ ウト ン ボ や ヒメ タイ コウ チ な どの 特有 な 昆虫 が 多く 見 られ る この 地域 で 「 海 上 の 森 ] の よう 
な 多様 性 の 高い 里山 に 比べ て , 公園 化し た 「 青 少年 公園 」 の 中 で 細々 と 暮らし て いる 湿地 依存 種 の 
絶滅 要件 を 乾燥 な どの ぎり ぎり 状態 を 通し て 探る こと が で きる . こ の こと が 将来 予測 され る 土地 な ど 
の 改変 に より 必要 と され る 回 避 ・ 低 減 ・ 代 償 措 置 の あり 方 を 考え る 基礎 デー タ と な ろう . 
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Summary 


We have investigated the number of eggs and imagines of Luehdorfia japonica (Japanese name: Gifuchou) in 
two places (Kaisho-no-mori Forest and Youth park) since 1998. 


In 2002, the peak of adult appearance of L. japonica was observed in one week in the middle of April in 2002 
at the Youth Park, which was about 1 week earlier than in an average year. In 2003, when construction began 
for The 2005 World Exposition, Aichi, Japan (EXPO2005), the number of adults of Luehdorfia japonica de- 
creased to one quarter of the numbers in 2001 when 217 individuals were observed. This result is contrary to 
the results published by the Japan Association for the 2005 World Exposition (JAEXPO2005), which record- 
ed only 23 individuals in 2001, and a number increased by 3.3 times in 2003. 


In the report of JAEXPO2005, Asarum kooyanum Makino var. bachypodion (F. Maek.) Kitam. (Japanese 
name: Suzuka-kan’aoi), the food plant of L. japonica, decreased from 20674 plants in 540 ha in 1998 to 792 
plants in 15 ha in 2001 because of reduction of the forest by the establishment of the EXPO grounds in the 
Kaisho-no-mori Forest. But it is curious that this report showed the number of A. kooyanum as increased by 
more than three times in 2002. In the same way, in the report of JAEXPO2005, A. kooyanum increased from 
3175 plants in 2001 to 5039 plants in 2002 in the Youth Park although the investigated area was reduced from 
220 ha to 158 ha. 


In the Kaisho-no-mori Forest, 2733 eggs were observed in 1996, when this place had not yet been selected as 
the EXPO grounds, and the number of eggs decreased to one fiftieth of the original figure after 1998, the year 
after the EXPO site was decided. After that, the number recovered to one quarter of the original figure in the 
years of 2002 and 2003, but in 2004, the number again decreased to one half of the original figure in our in- 
vestigation. But the data presented by JAEXPO2005 show a strange contrast: in spite of the narrowed investi- 
gation area and the influence of construction, the number of eggs is said to have increased by about 3 times in 
the Kaisho-no-mori Forest and by about 3 to 5 times in the Youth Park. 
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